
為替週間展望＝ドル円は上値重く推移か

　　　　　　　　　　［９月２１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    9 月 14 日～ 9 月 18 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  106.15   106.18(14)    104.53(17)    104.80   -1.36

ユーロ・ドル  1.1842   1.1900(15)    1.1738(17)    1.1855   +0.0009

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    23,360.30      -46.19     日本10年債利回り   0.016   -0.011

ダウ平均株価    27,901.98     +236.34     米10年債利回り     0.689   +0.023

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２１日　英９月ライトムーブ住宅価格

２２日　米８月中古住宅販売件数

　　　　ユーロ圏９月消費者信頼感速報値

２３日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　独９月製造業ＰＭＩ速報値、独９月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏９月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏９月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英９月製造業ＰＭＩ速報値、独英９月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米７月住宅価格指数

　　　　米９月製造業ＰＭＩ速報値、米英９月非製造業ＰＭＩ速報値

２４日　ＮＺ８月貿易収支

　　　　スイス銀行（ＳＮＢ）政策金利

　　　　独９月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米８月新築住宅販売件数

２５日　米８月耐久財受注

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＲＢによる金融緩和の長期化により、米長期金利に低下圧力が高

まるとドル売りに振れやすくなる。一方で金利低下による米株高は円売り要因となるこ

とで、ドル円は方向感が出にくなる。このため、ドル円は１０５～１０６円台を中心と

するもみ合いが継続するとした。

　　　　

【ＦＯＭＣでは非常に緩和的な金融政策を維持】

　１５～１６日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では大方の予想通りに政策金利は

据え置きとなった。量的緩和策にも変更はなかった。３月に再開した量的緩和策も米国

債が月額８００億ドル、住宅ローン担保証券（ＭＢＳ）も月額４００億ドルのペースで

の買い入れが維持されることとなった。

　　

　ＦＯＭＣメンバーによる経済成長率や政策金利などの見通しが公表された。それによ

ると、１７名中１３名が２０２３年末までゼロ金利政策の維持を見込んでいる。ＦＯＭ

Ｃ声明文では物価上昇率が２％をわずかに超える軌道に乗るまではゼロ金利政策を維持

するとしている。

　　

　経済成長率見通しは、今年１０－１２月期はマイナス３．７％成長を見込み、今年６

月時点のマイナス６．５％から上方修正している。また、来年以降の成長率については

２０２１年を４．０％、２０２２年を３．０％、２０２３年を２．５％としている。
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　パウエル議長は記者会見で、「より長い期間にわたってゼロ金利政策を続ける」「米

経済が回復するまで緩和的な金融政策を維持する」「景気回復のためには財政政策が必

要」などと述べている。

　　

　ＦＯＭＣで緩和的な金融政策の長期化が示されたものの、ハイテク株中心に米国株は

調整を見せて、１６日のナスダックは１．２５％の下落となった。なお、ハイテク株の

調整は続いて、１７日のナスダックは１．２７％の下げとなった。ＦＯＭＣで緩和的な

金融政策の継続は示されたものの、パウエル議長の記者会見で一段の金融緩和策が打ち

出されなかったことが、その後の米国株の圧迫要因になったとみられる。

　　

　１６日に菅新内閣が発足したものの、為替市場への影響は特にみられなかった。１６

～１７日に日銀金融政策決定会合が開催されたが、金融政策に変更はなく、市場へのイ

ンパクトは限定的だった。黒田総裁は記者会見で菅内閣でも政府と協調していく姿勢を

見せた。

　　

　ドル円は米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の緩和的な金融政策の長期化見通しからド

ル売り円買いの動きとなって、１０５円の節目を割り込む場面も見られた。１７日の英

金融政策委員会（ＭＰＣ）でマイナス金利について議論したとの報道からポンドは大き

く売られており、ポンド円の急落を受けてドル円も１０４円台半ばまで値を崩した。

　　

　ドル円はＦＯＭＣで緩和的な金融政策が長期化するとの見通しから、上値の重い展開

となりそうだ。さらに英中銀（ＢＯＥ）がマイナス金利の導入に踏み切る可能性が出て

きたことでポンド円が値を崩しており、ドル円には圧迫要因となる可能性が高い。こう

した状況下でドル円は軟調な推移が継続するとみられる。ドル円の目先の予想レンジ

は、１０３．００～１０６．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２２日に米８月中古住宅販売件数、２３

日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米７月住宅価格指数、米９月製造業ＰＭＩ速報値、

米英９月非製造業ＰＭＩ速報値、２４日に米新規失業保険申請件数、米８月新築住宅販

売件数、２５日に米８月耐久財受注などがある。

　　

【ユーロドルはレンジ相場か】

　ユーロドルは１５日に１．１９ドル近辺まで上昇したものの、その後はＦＯＭＣを控

えてポジション調整の動きから下げに転じた。１７日の東京市場では１．１７台前半ま

で下落している。その後は修正安の反動から１．１８台まで値を戻している。

　　

　ユーロドルは１．１９台では上値を抑えられやすくなっており、戻りの動きは限定的

となりそうだ。１．１９ドルを超えて上昇してくると、当局者よりユーロ高をけん制す

る発言も出てくるとみられ、大幅な上昇は見込みにくい。一方、下値では１．１７台前

半では底堅い動きを見せており、１．１７台から１．１９近辺でのレンジ相場となりそ

うだ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１７００～１．１９５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２１日に英９月ライトムーブ住宅価格、２

２日にユーロ圏９月消費者信頼感速報値、２３日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金

利、独９月製造業ＰＭＩ速報値、独９月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏９月製造業Ｐ

ＭＩ速報値、ユーロ圏９月非製造業ＰＭＩ速報値、英９月製造業ＰＭＩ速報値、独英９

月非製造業ＰＭＩ速報値、２４日にＮＺ８月貿易収支、スイス銀行（ＳＮＢ）政策金

利、独９月ＩＦＯ景況感指数などがある。
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